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定価120円

会員の購読料は会費に
含んでおります。

　ぶどうの美味しさを求めて多くの観光客が来場、秋の恒例

イベント「ぶどうＥＸＰＯ」が今年も開催されました。

　日本一のぶどうの郷で美味しく楽しく、ぶどうを通して笛

吹市の魅力を発見、新たな出会いあり、笛吹市ならではの盛

りだくさんのイベントありで、県内外のお客様をおもてなし。

　「週末は山梨にいます！」のキャッチフレーズではないです

が９月から１１月までの３か月間に開催されたこのイベントで

は「週末は笛吹市にいます！」というリピーター客が多かっ

たのではないでしょうか。

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

ぶどうの美味しさを求めて！
  2ｐ	�第５５回商工会全国大会
		 県政功績者表彰

  3ｐ	�知事と商工団体との懇談会
		 県政トークＧＯＴＯ知事が行く

  4ｐ	�山梨・静岡物産展（東武百貨店・
大阪あべのハルカス近鉄本店）／
全国物産展／ＩＣＴメッセ

5ｐ	�一歩夢向うへ／ふたば食堂
6ｐ	�農商工連携マッチングフェア開催
		 山梨県最低賃金

7ｐ	�景況調査／県が「やまなしパワー」を
		 創設／人のうごき

8ｐ	�商工会なう／しあわせ調査員の
		 クチコミ情報／山梨広告賞

ぶどうＥＸＰＯ ２０１５



2

平成２７年１１月３０日発行第２８０号第三種郵便物認可

平成２７年度

山梨市商工会
アサヤ食品㈱

　「若桃」を使用した、ももっこ ぶどう酢漬け

むらおこし特産品コンテスト

　

十
一
月
十
九
日
、
第
五
十
五
回
商
工
会

全
国
大
会
が
、
林
経
済
産
業
大
臣
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
が
出
席
す
る
中
、
東
京
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
商
工
会
法
制
定
五
十
周
年

の
際
に
掲
げ
た
統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
行
き
ま
す
・
聞
き
ま
す
・
提
案
し
ま
す
」

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
中
小
・
小

規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
商
工

会
が
常
に
伴
走
す
る
存
在
と
し
て
、
自
ら

職
員
の
資
質
向
上
を
含
め
た
支
援
体
制
の

強
化
に
取
り
組
む
決
意
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
企
業
と
手
を
携

え
て
地
域
活
性
化
の
主
体
的
役
割
を
担
う

も
の
と
し
て
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

の
制
定
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
、
小
規
模

事
業
対
策
の
拡
充
・
強
化
な
ど
、
六
項
目

を
大
会
決
議
と
し
た
。

　

当
日
は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
功
績

者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
中
小
企
業
庁
長

官
表
彰
、
全
国
連
会
長
表
彰
の
他
、
事
業
推

進
優
良
商
工
会
等
表
彰
で
は
韮
崎
市
商
工

会
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
及
び
県
連
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
の
南
ア
ル
プ
ス
市
商

工
会
の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
に
続
き
、
本

年
度
は
甲
州
市
商
工
会
が
『
甲
州
ワ
イ
ン

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
』
等
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
商
工
会
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

●
優
良
青
年
部

　

山
梨
市
商
工
会
青
年
部

●
役
員
功
労
者

河
野
東
洋
男
（
笛
吹
市
）

●
優
良
職
員

内
藤　
　

力
（
連
合
会
）

●
役
員
功
労
者

　

若
林
哲
司
（
身
延
町
）

●
青
年
部
功
労
者

　

永
関
英
文
（
北
杜
市
）

●
優
良
職
員

　

渡
辺
一
也
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
雨
宮
千
枝
子

（
甲
州
市
）
武
川
美
代
子
（
身
延
町
）
依
田
ひ

ろ
美（
富
士
川
町
）石
川
充（
商
工
会
連
合
会
）

●
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

▽
五
十
五
周
年
特
別
枠
部
門

　

韮
崎
市
商
工
会
（
新
連
携
計
画
）

▽
会
員
福
祉
共
済
部
門

　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会　

（
純
増
割
合
）

　

山
梨
県
商
工
会
連
合
会

（
被
共
済
者
純
増
上
位
県
連
）

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

甲
州
市
商
工
会

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

21
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ

全

国

連

会

長

表

彰

全
国
１
０
０
万
人
会
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
！

第55回

２１世紀商工会グランプリ・準グランプリ
受賞の甲州市商工会

大 会 決 議
●
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
“
力
強
い

景
気
対
策
”
の
実
施

●
小
規
模
事
業
対
策
の
拡
充
・
強
化

●
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
力
に
よ
る
地

方
創
生
の
実
現

●
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
に
資
す

る
税
制
・
社
会
保
障
の
実
現

●
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
の
加
速
化

●
商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

審 査 員 特 別 賞

　
こ
の
ほ
ど
県
政
功
績
者
が
発
表
さ
れ
、
商
工
会
関
係
で
は
個
人
一
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県政功績者 喜

び

の

顔

（
中
央
市
商
工
会
　
会
長
）

（
山
梨
県
商
工
会
連
合
会 

前
理
事
）

【
県
政
功
績  

産
業
】　

浦  

田  

　
勉
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十
月
二
十
七
日
（
火
）、
知
事
と
商
工

団
体
と
の
懇
談
会
が
ホ
テ
ル
談
露
館
で
開

催
さ
れ
た
。
懇
談
会
で
は
、
県
内
商
工
四

団
体
（
山
梨
県
商
工
会
連
合
会
、
山
梨
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
甲
府
商
工
会
議

所
、
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
）
の
代
表
が
、

後
藤
知
事
に
中
小
・
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
山
梨
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興

条
例
に
基
づ
く
具
体
的
施
策

が
継
続
的
に
提
供
で
き
る
仕

組
み
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
販
路
開
拓
・

創
業
支
援
・
地
域
活
性
化
を

図
り
、
各
種
施
策
や
支
援
体

制
の
充
実
強
化
が
必
要
な
こ

と
か
ら
「
中
小
・
小
規
模
企

業
対
策
の
抜
本
的
強
化
」
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
後
藤
知
事
は
、「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
の
基
本
原
則
に
則

り
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
協
力
し
、
小

規
模
企
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

「
県
政
ト
ー
ク

Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

知
事
が
行
く
」開
催

山
梨
県
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
振
興
を

〜
知
事
と
商
工
団
体
と
の
懇
談
会
開
催
〜

知
事
へ
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
要
望

●
富
士
山
世
界
遺
産
に
お
け
る
県
富
士
山
景
観
配
慮
条
例
の
制
定
と
企
業
立
地
の
支
援

●
甲
府
開
府
五
〇
〇
年
に
向
け
た
事
業
展
開

●
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
抜
本
的
強
化

●
官
公
需
の
地
元
中
小
・
小
規
模
企
業
の
受
注
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

県
内
商
工
四
団
体
の
知
事
へ
の
要
望
（
主
旨
）

知事へ要望する小林県連会長

知事へ要望書提出

　

十
月
十
三
日（
火
）、
商
工
会
連
合
会
研

修
室
で
、
後
藤
知
事
や
産
業
政
策
課
立
川

課
長
な
ど
関
係
各
課
長
の
出
席
の
も
と

「
県
政
ト
ー
ク　

Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

知
事
が
行

く
」
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
県
政
ト
ー
ク
は
、
後
藤
知
事
が
直

接
出
向
き
、
県
内
の
若
手
経
営
者
と
「
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
振
興
」
に
つ
い
て

語
り
合
う
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
若
手
経
営
者
か
ら

は
、
小
規
模
企
業
の
生
き
残
り
策
や
産
業

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
若
者
の
働
く
場
所
の
創

出
な
ど
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
、
後
藤

知
事
か
ら
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
振
興
条
例
（
仮
称
）
の
制
定
や
推
進
計

画
の
策
定
、
新
製
品
開
発
支
援
、
商
店
街

や
商
店
が
地

域
と
連
携
し
て

買
い
物
弱
者
対

策
に
取
り
組
む

「
買
援
隊
」
事

業
な
ど
、
多
く

の
活
性
化
策
の

提
案
が
出
さ
れ

た
。

山 梨 支 店 甲 府 中 央 支 社
〒400-0858　山梨県甲府市相生1-4-23

電話：０５５－２３３－５１９１
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本
会
と
静
岡
県
商
工
会
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、「
山
梨
・
静
岡

物
産
展
」
が
東
京
と
大
阪
で
各
々
開
催
さ
れ
た
。一
昨
年
の
「
富
士
山
」

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
機
に
、
隣
接
す
る
両
県
連
が
会
員
の
販
路
拡

大
を
図
ろ
う
と
実
現
。
今
年
で
三
年
目
の
共
同
開
催
と
な
る
。

　

東
京
で
は
、
十
月
八
日
（
木
）～
十
三
日
（
火
）
の
六
日
間
、「
東
武
百

貨
店
池
袋
店
」
で
初
開
催
。
地
方
の
物
産
展
を
数
多
く
開
催
し
、「
物
産

展
の
開
催
で
日
本
一
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
会
場
は
連
日
、
多
く

の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
っ
た
。
出
展
企
業
六
十
社
の
売
上
は
、
六
日
間
で

約
四
、五
〇
〇
万
円
と
過
去
最
高
の
売
上
を
記
録
し
た
。

　

ま
た
、
東
武
百
貨
店
か
ら
、
物
産
展
の
接
客
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
企

業
に
贈
ら
れ
る
「
笑
顔
大
賞
」
に
、
山
梨
か
ら
は
、
桑
郷(

市
川
三
郷
町

商
工
会)

の
楠
三
貴
社
長
が
選
ば
れ
た
。

　

大
阪
で
は
、
十
一
月
十
八
日
（
水
）～
二
十
四
日
（
火
）
の
七
日
間
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
」
で

開
催
。
大
阪
で
は
珍
し
い
山
梨
と
静
岡
の
産
品

が
買
え
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
出
展
企
業
四
十
五
社
で
昨
年
と

同
じ
約
三
、一
〇
〇
万
円
の
売
上
で
あ
っ
た
。
中

で
も
、コ
ー
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
（
韮
崎
市
商
工
会
）

の
「
八
ヶ
岳
メ
ー
プ
ル
パ
ン
」
が
大
人
気
で
多

く
の
女
性
客
ら
が
買
い
求
め
て
い
た
。

　

出
展
し
た
企
業
の
皆
様
か
ら
は
、「
商
品

の
陳
列
・
販
売
の
仕
方
・
姿
勢
な
ど
、
学
ぶ

こ
と
の
多
か
っ
た
。」「
直
接
お
客
様
と
お
話

が
で
き
、
今
後
の
商
品
の
開
発
や
改
善
す

る
点
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」
な
ど
、
販
路
開
拓
の
事
業
に
つ
い

て
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
声
を
多
く
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

あべのハルカス近鉄本店での開催の様子 「笑顔大賞」受賞式の様子

東
京
と
大
阪
で「
山
梨
・
静
岡
物
産
展
」開
催

山梨テクノＩＣＴメッセ２０１５出展 ニッポン全国物産展２０１５
　

十
一
月
十
九
日（
木
）～
二
十
一
日

（
土
）ま
で
の
三
日
間
、ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
に
お
い
て
、山
梨
県
最
大
級
の

も
の
づ
く
り
と
情
報
通
信
の
商
談

展
示
会「
山
梨
テ
ク
ノ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
メ
ッ

セ
２
０
１
５
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

山
梨
発
の
新
製
品
、新
技
術
及
び

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、積
極
的
に

自
社
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
百
三
十
一

の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
た
。本
会
に
お
い
て
も
、例
年
同
様
、

商
工
会
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、昨
年
度
モ
デ
ル
工
場
に
認
定
さ

れ
た
三
栄
精
工
㈱
や
山
梨
市
商
工
会
の
製
造
業
部
会
、甲
斐
市

商
工
会
の
工
業
部
会
、風
林
火
山
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
の
一
社
・

三
団
体
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
を
目
指
し
出
展
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
も「
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
Ｇ
３
甲
府
場

所
２
０
１
５
」や「
ロ
ボ
コ
ン
や
ま
な
し
」な
ど
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
た
。

（
来
場
者
数
三
日
間
延
べ
一
〇
、四
七
七
人
）

　

十
一
月
二
十
日
（
金
）～
二
十
二

日（
日
）の
三
日
間
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
で
、「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
１
５
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
物
産
展
は
、
全

国
各
地
で
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を

一
堂
に
集
め
、
販
路
開
拓
と
商
品

展
開
力
、
販
売
力
の
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
た
。

　

本
県
ブ
ー
ス
に
は
、
八
企
業
が

出
展
し
、各
地
域
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
販
売
を
行
っ
た
。
ま
た
、

お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
甲
州
市
「
山
の
湯
宿 

は
ま
や
ら
わ
」

が
出
展
、
今
年
度
か
ら
、
地
元
に
帰
る
と
食
べ
た
く
な
る
全
国

の
ご
当
地
食
を
一
堂
に
集
め
た
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、

中
央
市
「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」
が
出
展
し
た
。
三
日
間
で

十
五
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
終
日
大
盛
況
と
な
っ
た
。
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南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
の
「
味
処 

二

葉
」
は
、「
お
う
ち
ご
は
ん
処 
ふ
た
ば
食

堂
」
と
し
て
、
十
月
一
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
大
勢
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
て
い
る
。

　

創
業
か
ら
約
四
十
年
の
間
、
夫
婦
二
人

三
脚
で
地
域
の
胃
袋
を
支
え
、
親
し
ま
れ

て
き
た
老
舗
飲
食
店
が
、
他
店
で
修
業
を

積
ん
だ
息
子
さ
ん
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

新
た
に
店
主
と
な
っ
た
息
子
・
克
二
さ

ん
の
「
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
た

い
。」
の
こ
と
ば
の
通
り
、
新
鮮
な
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
る
日
替
わ
り
ラ
ン

チ
が
魅
力
の
ひ
と
つ
。
来
店
し
た
お
客
様

か
ら
も
「
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
本
当
に
美
味

し
い
。
お
腹
も
心
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

と
好
評
を
得
て
い
る
。

　

「
今
、
後
継
者
が
い
な
い
た
め
に
廃
業

し
て
い
く
お
店
が
多
い
中
、
息
子
が
継
い

で
く
れ
る
と
言
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。
今
は
完
全
に
息
子
に
任
せ
て
い
る
。」

と
父
・
定
雄
さ
ん
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、
商
工

会
の
無
料
の
専
門
家
派
遣
制
度
な
ど
を
利

用
し
、
プ
ロ
の
目
か
ら
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

大
胆
に
メ
ニ
ュ
ー
や
内
装
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
こ
と
で
、
積
極
的
に
新
規
顧
客

を
開
拓
し
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
新
規
を
狙
い
す
ぎ
る
と
既
存
客

が
離
れ
て
し
ま
う
。
既
存
客
に
向
か
い
つ
つ
、

新
規
客
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
必
要
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た「
お
う
ち

ご
は
ん
処 

ふ
た
ば
食
堂
」
の
屋
号
に
、
そ
う

い
っ
た
想
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

実
際
、「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
を

聞
い
て
久
し
ぶ
り
に
食
べ
に
来
た
。」
と
、

し
ば
ら
く
足
の
遠
の
い
て
い
た
ご
年
配
の

ご
夫
婦
の
来
店
も
多
い
。

　

経
営
は
息
子
さ
ん
へ
引
き
継
が
れ
た

が
、
家
族
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解

し
合
い
、
助
け
合
っ
て
お
店
を
切
り
盛
り

し
、
守
っ
て
い
く
。

　

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
お
店
。

事
業
承
継
を
見
据
え

父
か
ら
子
へ
経
営
の
バ
ト
ン
を
渡
し
経
営
改
善

「
お
う
ち
ご
は
ん
処 

ふ
た
ば
食
堂
」
誕
生

（
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
）

「
父
、
母
、
息
子
、
お
嫁
さ
ん
で
美
味
し

い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。」

南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
一
三
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
‥
〇
五
五
ー
二
八
四
ー
〇
二
五
五

今なら団体割引 20.0 ％!!
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山
梨
県
商
工
会
連
合
会
・
県
下
商
工
会

は
、
今
年
度
も
「
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
フ
ェ
ア
は
、
県
内
の
支
援
機
関
や
Ｊ

Ａ
等
と
連
携
し
、
中
小
企
業
者
や
農
林
漁

業
者
が
お
互
い
の
経
営
資
源
や
地
域
資
源

を
活
か
し
、
開
発
し
た
商
品
の
商
談
や
販

路
開
拓
、
取
り
組
み
の
紹
介
を
中
心
と
し

た
「
展
示
会
」・「
商
談
会
」
で
す
。

　

仕
入
業
者
等
の
皆
様
に
は
新
た
な
商
品

発
掘
の
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
本
展
示
・

商
談
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

�

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日（
水
）

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
五
時

　
　
　

�

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

　
　
　

一
階
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル〈
昇
仙
閣
〉

（
甲
府
市
湯
村
三
ー
二
ー
三
十
）

　

来
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料

　

仕
入
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
）、
商
品

の
買
い
付
け
、
商
談
先
な
ど
を
探
す
事
業

者
な
ど
、
入
場
は
自
由
で
す
！

出
展
予
定
企
業
数　

六
十
社

問合せ先：山梨県商工会連合会もしくは、お近くの商工会まで

昨年度の様子

食
品
・
加
工
品
等
の
展
示
・
商
談
会

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
百
貨
店
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
食
品
卸
、
食
品
製
造
、

小
売
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
飲
食
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
通
信
販
売
、
惣
菜
・
弁
当
類
販
売
、

酒
類
卸
・
販
売
な
ど

日
時

会
場

「
平
成
２７
年
度 

農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
開
催
の
ご
案
内
!!

　最低賃金法に基づき国が賃金の最低額を定め、使
用者は、その額以上の賃金を支払わなければならな
いとする制度です。

に改定されました。

問合せ先：山梨労働局 労働基準部 賃金室
　　　　　　ＴＥＬ　０５５−２２５−２８５４

山梨県の最低賃金

１時間　７３７円
＊平成２７年１０月１日から

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

２８年の実績と信頼

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階



平成２７年１１月３０日発行 第２８０号 平成15年7月14日第三種郵便物認可

7

　１０月２７日、山梨県は、東京電力と電力供給ブ

ランド「やまなしパワー」を創設し、共同運営す

ることを発表した。

　東京電力が県営の水力発電所で発電された電力

を活用し、一定の要件を満たした県内の製造業を

中心とする事業所に対して、通常の電気料金から

減額した価格で供給する。

　県は、「やまなしパワー」により、県内企業の活

性化と、新たな企業の進出などによる経済効果を

期待している。

　来年１月に募集要項が発表され、対象企業には、

４月から、「やまなしパワー」による電力が供給さ

れる。

（１）供給量　�県営発電所の発電量４億７千万 kwh

に相当する量

（２）供給先　①既存事業所

　　　　　　�　�県内において製造業を営む中小企業・

小規模事業者で供給電圧が高圧（契

約電力５００kW 未満）

　　　　　　②新規・経営拡大企業

　　　　　　�　�県内への新規立地企業等で供給電

圧が高圧（契約電力２，０００kW未満）

　　　　　　　※ 詳細条件は検討中

（３）割引率　�電力量料金について３～６％の範囲

での減額を検討中

（４）期　間　�３年間（平成２８年度～３０年度）

　　　　　　※ 新規・経営拡大企業は認定から３年間

人のうごき

【採用】　《１１月１日付》

　笛吹市商工会 　輿石　治孝（記帳専任職員）

県が「やまなしパワー」を創設

製造業を中心に電気料金を軽減

やまなしパワーの概要

問い合わせ先：

	 山梨県企業局

	 ０５５－２２３－５３８９

（詳細は検討中）

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-19.4-24.4 -29.7

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２7年７月～９月期 ＝
○製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス16.3からマイナス
24.4に下降した。

○建設業の完成工事額ＤＩは、前期マイナス20.0からマイナ
ス24.0に下降した。

○小売業の売上額ＤＩは、前期マイナス24.0からマイナス
38.0に下降した。

○サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス37.8からマイナ
ス43.4に下降した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（34.4%）、原材料価格の上昇（18.7％）、生産設備
の不足・老朽化（15.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-30.0-38.0 -27.1
《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（25.0%）、購買力の他
地域への流出（16.7％）、需要の停滞（16.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-8.4-24.0 -20.8
《主な経営上の問題点》
請負単価の低下、上昇難（21.7%）、官公需要の停滞（21.7%）、
民間需要の停滞（13.0％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-43.4 -48.1 -36.1
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（18.7％）、大企業の進出による競争の激化（16.7
％）、利用者ニーズの変化（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降 下 降

下 降下 降

下 降 下 降

上 昇下 降 下 降
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笛吹市商工会

ぶどうＥＸＰＯ２０１５
おもてなしの心と味覚を堪能！！

ぶどうＥＸＰＯ２０１５フェア in 立川 駅からツーリズム・ぐるっとまわってぶどうを満喫！

クチコミ情報
早川町の「菓子工房ヤマセミ」（店主　望月三智子

さん）は、地元の天然素材にこだわったおいしいケー

キのお店です。一番のお勧めは「よもぎシフォンケー

キ」。家族で収穫した地元のヨモギをふんだんに使い、

こだわりのガスオーブンで焼くことでフワッフワッ

に仕上げています。もともと体の弱い息子さんのた

めにパンやケーキを作ったことが始まり。その後は

独学で腕を磨き続け、二年前、商工会のアドバイス

でイベントに出店したことがきっかけとなり開業し

ました。今では「やさしいお母さんの味」を求めて

県内外から訪れるお客様もいるほど、「ヤマセミ」ファ

ンの輪は確実に

広がっています。

お客様の要望に

応じて創作する

オリジナルケー

キの完成度には、

「喜んでもらえる

ケーキを作りた

い」という三智

子さんの思いが

溢 れ て い ま す。

大自然に囲まれ

た素朴な温かな

ケーキ、幸せの

味をぜひ味わい

に来て下さい。

( 調査員ＲＪ )

しあわせ
調査員の

菓子工房ヤマセミ

住　所：南巨摩郡早川町高住６２５－３
ＴＥＬ：０９０−７７２４−４４００
ランチタイム １１：３０〜１４：００
ティータイム １４： ３０〜１８：００（第３水曜日はランチタイムのみ）
定休日：月曜日
※ ホールケーキは完全予約制です。

　笛吹市商工会は、笛吹市が生産量日本一を誇る『ぶ

どう』をキーワードに、豊富な自然や温泉、果実などの

資源の恵まれた笛吹市の魅力をプロモーションすると

ともに、着地型観光並びに観光消費額の拡大を目指し、

毎年「ぶどうＥＸＰＯ」を開催している。

　９月１日より１１月３０日までの３か月にわたり多

彩なイベントを実施。中でも今年は、新企画として立

川グランドホテル ( 東京都立川市 ) において８月１８

日から２週間、「ぶどうＥＸＰＯ２０１５フェアー in 立

川」を開催。希少なぶどうを使った料理やワインをホ

テル内のレストランで提供し、大勢のお客様が訪れた。

　また、９月１２日・１３日・２０日・２１日の４日

間限定で「駅からツーリズム・ぐるっとまわってぶど

うを満喫！」が開催された。旬のぶどうやワインを味

わい、笛吹市内のぶどう畑や観光施設など笛吹市を代

表するロケーションを巡回する無料循環バスも運行さ

れ、車内は県外の観光客で満席となった。また、首都圏

から４０名の男女が参加した「バス婚活」では「出会い」

と「味わい」を巡る魅力再発見ツアーとして開催され、

めでたく１組のカップルが誕生した。

　ぶどうＥＸＰＯは、日本一のぶどうの郷でおいしく

楽しく、魅力あふれる笛吹市の秋を満喫できるイベン

トとして県内外の観光客からの期待も年々高まって

おり、これからのモデル事例として注目されるものと

なっている。地元の素材にこだわったケーキ。
お客様のリクエストにあわあせてつくるオリジナルケーキは記念日に。
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